


実践性・先進性・開放性・国際性・多様性、5つの理念はYNUの教育・研究の原点です。47都
道府県すべてから集まる約10,000人の日本人学生のみなさん、そして世界中約80か国から集
まる約800人の留学生のみなさんの多様性が、無限の可能性とともにこの理念を支えています。
文明開化発祥の地であり、グローバル企業が集まる国際都市として知られ、みなとみらい地
区や中華街をはじめとする観光地でにぎわう魅力的な街、横浜。YNUはこの大都市横浜の中に
ありながら、緑豊かな落ち着いた一つのキャンパスで、人文・社会系分野と理工系分野が融合
した教育を行い、グローバルとローカルな課題に対応できる人材を育成します。
YNUは、これからもみなさんと一緒に多様な学生が生き生きと学ぶことができる教育拠点を
目指すとともに、世界基準の教育・研究の成果を社会に発信し、より良い未来を創造していき
ます。

横浜国立大学 ●神奈川県

全国の若人が、それぞれの生活の中で学びとり感じ

とった事柄を必要な時に勇気と信念をもって正しく

相手に伝える技術を磨き、話し方教育の一端として

も広く社会の人々に披瀝し、批判と共鳴の中から正

しいものの見方、考え方を養い、お互いが明日への

成長の資とすると共に、弁論を通じて明るく健全な

地域社会の発展に寄与すると共に外国の人達とも友

好親善を深めることを目的とする。



ご 挨 拶
歴史と伝統に輝く、第70回 文部科学大臣杯 全国青年弁論大会

が文部科学省・神奈川県・横浜市・横浜国立大学をはじめ、弁論
を愛する多くの皆様のご支援を頂き、70回の節目の大会を近代
日本の発展に大きな関わりのあるここ横浜市で開催されますこと
は、この上ない喜びであり、意義ある大会になることと確信して
おります。

日本弁論連盟は、弁論を通じて世界の平和と幸福を追求し、社
会的使命感や責任感を持つことのできる青少年の育成を目標に、
昭和31年に第1回大会を大阪府岸和田市で開催いたしました。
以来、全国各地で開催し、本年ここに第70回を迎えることがで
きました。

70年の歩みは現代日本の歴史そのものであり、大会に出場さ
れた弁士の皆さんは、社会や人々に対して深い感銘を与え続け、
それぞれに素晴らしい主張を伝え、その時代の重要な課題と真摯
に向き合ってこられました。現代は世界の状況とともに、新時代
へ向けて大きく変化しようとしています。いつの時代も社会の
人々を動かすのは、言葉が持つ大きな影響力があることは否めま
せん。弁論はその要請に応える一つの手段です。日本弁論連盟は、
弁論大会の開催とともに弁論の普及活動に尽力することで社会貢
献の責任を果たしてまいります。

弁論大会の主役は、厳しい予選会や原稿審査にて選ばれた40名
の弁士の皆さんです。希望と勇気に満ちた若い真剣な言葉が新時
代の先駆けとなることでしょう。大いに熱弁を奮い、日頃からの
研鑽努力の成果を存分に発揮して大会の歴史を積み上げていただ
くことを願い、今大会でも余すところなくその実力を体現されま
すことを期待しております。

最後に第70回大会を開催するにあたり、ご後援を賜りました
文部科学省・神奈川県・横浜市・神奈川県教育委員会・横浜市教育
委員会・高文連弁論専門部会をはじめ、諸団体と弁論を愛する皆
様に深く感謝申し上げます。



祝 辞
本日、第70回文部科学大臣杯全国青年弁論大会が盛大に開催

されますことを、心からお喜び申し上げます。 
本大会は、今回で70回目という節目を迎えます。第1回大会

が開かれた1956年、戦後10年を経て日本が国際連合に加盟し、
国際社会への本格的な復帰を果たしました。いわゆる「神武景気」
の下、経済白書に「もはや戦後ではない」と記され、高度経済成
長期を迎えた時代に、本弁論大会は始まりました。 

それ以来、歴代の弁士たちは時代ごとのさまざまな社会課題と
真摯に向き合い、本大会の舞台に立ち続け、自らの言葉で弁を尽
くし、聴衆へ熱い想いを届け続けてきました。 

このように本大会は、全国から集まった青年が、それぞれの生
活の中で学び感じとった事柄を、弁論を通じて、相手へ的確に伝
える技術を磨くとともに、適切なものの見方、考え方を養うこと
で、明るく健全な地域社会の発展に寄与するという、意義深い取
組だと思います。 

現在、社会や経済の先行きに対する不確実性がこれまでになく
高まっています。こうした時代を生きる我々には、生涯にわたっ
て主体的に学び続け、自らの人生を舵取りする力を身に付けるこ
とが求められています。 

文部科学省といたしましても、このような認識の下、主体的・
対話的で深い学びを実現できるよう、教育改革に取り組んでおり
ますが、既に皆さんは、日頃から弁論の場で、異なる価値観を持
つ多様な相手と対話を行い、当事者意識を持って問題を発見・解
決する経験を積まれていることと思います。そうした経験を通じ、
どのような時代の変化にも柔軟に対応し、生き抜くことができる、
持続可能な社会の創り手たる力を身につけた皆さんが、これから
の我が国の未来を力強く切り拓いていただけるものと確信してお
ります。 

本日出場される皆さんが、日頃の練習の成果を発揮し、多様な
想いや願いを存分に主張されるとともに、他の弁士の主張から新
たな示唆を得て、更に成長されることを心から願っております。 

結びに、本大会の御成功並びに一般社団法人日本弁論連盟のま
すますの御発展と、本日の経験が皆さんの未来に光を届けるもの
となることを祈念して、お祝いの言葉とさせていただきます。



祝 辞
第70回全国青年弁論大会の開催をお慶び申し上げますととも

に、全国各地から神奈川県にお越しいただいた弁士の皆様ならび
に関係の皆様を心から歓迎いたします。

日本弁論連盟の皆様方におかれましては、日頃より弁論の普及
活動を通して、青少年の健全育成と明るい地域社会の発展にご尽
力いただいており、深く敬意を表します。

近年、少子高齢化の深刻化とともに、次世代の担い手である子
ども・若者が抱える生きづらさや将来への不安など、様々な課題
が顕在化しており、将来にわたって子どもから高齢者まですべて
の世代の人たちが希望を持つことができる社会づくりが求められ
ています。

こうした中、県では、若い世代が未来に希望をもてるよう、当
事者である若い世代や子どもの目線を大切にしながら、子ども一
人ひとりの「いのち」が輝く社会の実現を目指し、「神奈川県こど
も目線の施策推進条例」を制定し、この４月に施行しました。

この条例では、「こどもの目線に立つ」という考えを大切にし
ています。子どもの権利を尊重し、子どもにとって最も良いこと
は何かを、子どもの目線から考えて施策を推進することで、誰も
が自分らしく幸せに暮らすことができる「ともに生きる社会」の
実現を目指していきたいと考えています。

この「ともに生きる社会」の実現には、人と人とが互いに理解
し合い、互いの人権を尊重することが重要です。そうした意味で
も、若い世代の方がそれぞれの生活の中で学びとり、感じとった
事柄を正しく相手に伝える技術を磨き、弁論を通じてものの見方、
考え方を養い、お互いの成長の資とすることを目的とするこの大
会は、大変有意義であり、私としても大変心強く思っております。
出場される皆様におかれましては、日頃の成果を十分に発揮し、
ご自身の思いをしっかりと伝えていただき、この大会を実り多い
ものにしていただきたいと思います。

結びに、本大会のご成功並びに日本弁論連盟のますますのご発
展と、皆様のご健勝、ご活躍を祈念いたしまして、私のお祝いの
あいさつといたします。



第70回文部科学大臣杯全国青年弁論大会の開催、誠におめで
とうございます。

この記念すべき節目を迎えられたことに、心よりお祝い申し上
げますとともに、長年にわたり本大会を支えてこられた関係者の
皆様のご尽力に、深く敬意を表します。

本大会は、全国の若者が自らの思いや考えを言葉にし、社会に
向けて発信する貴重な機会です。70年という長きにわたり、若
者の「声」が社会と響き合い、時代を映す鏡として機能してきた
ことは、本大会の持つ意義の大きさを物語っています。

横浜国立大学は、「実践性」「先進性」「開放性」「国際性」「多様性」
を５つの基本理念とし、社会課題の解決に貢献する人材の育成に
取り組んでおります。その中でも、「伝える力」は、知識や技術
と並んで極めて重要な能力です。研究成果を社会に還元するため
にも、教育現場で多様な価値観と向き合うためにも、自らの考え
を的確に、そして誠実に伝える力が求められます。

弁論大会はまさにその力を鍛える場であり、また同時に、互い
の弁論を聞くことで、新しい視点を得ることができる場でもあり
ます。皆様がこの大会を通じて培う経験は、今後の学びや社会で
の活躍において、かけがえのない財産となることでしょう。

本日ここに集われた皆様が、互いに刺激を受け合い、さらに大
きく成長されることを心より願っております。そして、この節目
の大会が、次の時代へと続く新たな一歩となることを祈念いたし
ます。

結びに、本大会のご成功と、参加者の皆様の今後ますますのご
活躍をお祈り申し上げ、祝辞といたします。

ご 挨 拶
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全国高等学校文化連盟弁論専門部常任理事
茨城県教育庁高校教育課
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今年の初め1月1日、午後4時過ぎ、入院中の父のお見舞いに出かけ、金沢医科大学病院のすぐ近くの
内灘インターを降りた直後でした。乗っていた車がまるで遊園地の乗り物のように、グルングルンと揺れ
中の私たちは、フライパンの中のポップコーン状態でした。
「お父さん大丈夫かな?」揺れが治まって、なんとか病院に駆けつけたら、お父さんの9階の病室も大き

く揺れ、ベッドが壁に張り付いていました。その後すぐに能登半島の穴水町の実家に電話しましたが、つ
ながりません。停電・断水、道路は寸断、特に私たちが先ほど通った「のと里山海道」は、崩落して戻るこ
ともできません。そのため、ちょっとでも情報が得られることを期待して、石川県庁近くの駐車場で車中
泊することになりました。

車の中で見るニュースは、輪島上空からの映像で、町が紅蓮の炎に包まれています。能登町の津波の映
像も流れてきます。なんとか、家族や友人たちと連絡を取りたかったのですが、まったくスマホは反応し
ません。それでもX（旧ツイッター）でなんとか情報収集して、皆の安否を知りたいと思い、Xをメインに
インスタグラム、ラインなど使えるものはすべて使って、夜を過ごしました。

すると不思議な投稿が、次々に流れてくるのです。インプレゾンビです。「おばあちゃんが、家の下敷
きになって出られない。すぐに消防に連絡して」「土砂崩れで車の中に閉じ込められている」「津波が家を
さらっていった弟と一緒に」など、悲痛な叫びを感じるものばかりでしたが、その後ろに顔文字がついて
いたり、明らかに不自然な言葉が並ぶもの、中には、その時点でスマホが通じない穴水町からの発信、し
かも指定の住所が存在しない。あやふやで怪しげな投稿が怒涛の勢いで流れ込んできます。

この投稿の実態を知ったのは、3月下旬の新聞でした。この現象はインプレッション稼ぎと呼ばれ、自
分のSNSの閲覧数を稼ぐために、濁流に車や船が飲み込まれる動画や先ほどの救援要請を作成して、拡散
することで閲覧数を稼ぐのです。

発信元は、パキスタンの地方都市で、その閲覧数の多さによってXからお金が送られてきたという記述
までありました。男性は、インプレッション稼ぎのために、能登半島地震を利用したというのです。加えて、
能登半島地震は、外国から偽情報が送られてきた初の大規模災害と言われ、「アテンションエコノミー・
過激な見出しで関心を引く」ことへの弊害だと書かれていました。

唖然としました。偽情報や過激な画像に一言、何なら顔文字だけ付けて閲覧数を稼ぐ、なんと悪質な
SNSの使い方ではないでしょうか。あの日の投稿の多さや異常さの原因は、これだったのです。その後に
生まれた言葉としては、インプレッションを稼ぐために、次々と翻訳ソフトなどを使い外国から投稿し続
ける「インプレゾンビ」と言われる偽情報の多さです。

では私達にできることは、何でしょうか。スマホを使わないこと、それはできません。そのため、イン
プレゾンビの跋扈するSNSの世界を生きていくためにできることは、使いながらルールを規定するという
ことです。

インプレゾンビのエサは、閲覧数です。私たちが、不用意に「いいね」と押したり、リポストなどの2次
拡散に手を貸すことを避けることです。そのためにも私たち若者を中心にメディアリテラシーの確立に努
めないといけないと思います。

スマホの話になると大人は、「スマホへの依存が高まると、視力が落ち、記憶力の低下や学習意欲の低
下につながる」と口をそろえて言います。確かに脳が発達途上の子どもやネットに不慣れな高齢者には注
意が必要ですが、この流れは止められません。「ツールがルールを規定する」という言葉があるように、
スマホというツール・道具は20年前にはありませんでした。だからこそこれからのルールは、当事者で
ある私たちがつくるしかないのです。

AIスマホも市場に入ってきて、「ツールの進化は止まりません」。みなさん、くれぐれもインプレゾン
ビには、注意しましょう。相手は、ゾンビですから、倒しても倒してもわいてきます。その相手に対して、
エコーチェンバーやフィルターバブルの中で過ごしていては、餌食にされてしまいます。まずは何が問題
かを整理し、一人一人が自己のツールであるスマホを見つめます。まさしくこの世界のルールを規定する
のは、私達です。

これは、今回の能登半島地震から学んだことでもあります。



今から13年前の2011年4月、私は高校教師としての道を歩み始めました。 幼い頃からの夢が叶ったの
です。教員免許を手にし、東日本大震災の混乱の中で迎えた教職、それでも私は希望に燃えていました。
当時の気持ちは、今でも鮮明に覚えています。

しかし、現実はそう甘くはありませんでした。生活指導、膨大な事務作業、保護者からの過大な要求が
次々と押し寄せてきます。休憩時間なんて無いも同然です。食事を取る時間は最短で30秒。気づけば一
日が終わり、毎日がその繰り返し。夢だったはずの教師生活が、いつの間にか憂鬱なものになり、自分が
なぜ教師になったのか分からなくなってしまいました。日曜の夜が怖い、夜明けが怖い、チャイムの音が
怖い。キンコンカンコン鳴るたびに、出席簿とチョークを持つ手が、脚が、唇が震えるのです。同僚の教
師も似たような経験をしていました。

生徒の成長と幸せを願い、学校の未来について幾つもの夜を語り明かした仲間たちが、一人、また一人
と学校を去りました。両手では数えきれないほどです。文部科学省が今年3月に発表した学校教員統計に
よると、1年間で20代の教師が、5,000人近くも退職したという事実が明らかになっています。かつて情
熱を持って教壇に立った5,000人です。夢と希望の春を迎えたはずの5,000人です。その分の涙と葛藤が
あることを私は知っています。
「伊藤先生、オレもう無理やわ。これ以上でけへんわ。なんで教師なったんやろ？　間違ってたんかな。」

そう言って去っていった教師の最後の言葉は、普段の向日葵のような笑顔からは想像もつかない悲痛なも
のでした。

さて皆さん、教師が退職する理由は何だと思いますか？　やるべきことが多すぎる？　給料に見合って
いない？　休みが取れない？　もちろんこれらも一因でしょう。しかし本質は違います。教師が退職する
のは、自分がスーパーマンになれないことに絶望するからです。解決できない問題に直面して限界に達し

「もう無理だ」と感じてしまうのです。
近年、文部科学省は、教員採用数の拡充や特別手当の引き上げ、教員採用試験の早期実施、事務作業の

業務委託などを検討しています。これらの対策には一定の効果が期待されるでしょう。しかし、根本的な
解決には至っていません。なぜなら、教師・生徒・保護者を含めた社会全体の間違った価値観が変わって
いないからです。まるでロボットのようで、教師を人間扱いしてくれません。プロだから・プロだろうが・
プロのくせによ…　聞こえの良い正論が飛び交っています。

しかし、皆さんにとっての恩師は完璧でしたか？　そんなことはないはずです。教師も人間です。究極
的には、生徒への愛情があれば、それで十分だと私は思います。優しさ、厳しさ、授業や生活指導への一
生懸命さ、個性豊かな教師が必要です。一人の生徒を一人の教師で育てるのは不可能です。学校全体で支
えなければなりません。

教育実習生を指導する際、私は必ずこう問います。「生徒が好きですか？　学校が好きですか？」　その
答えが「イエス」であれば、更にこう伝えます。「きっとあなたは素晴らしい教師になれる。あなたによっ
て救われる生徒がいる。それを忘れずに、教壇に立ってくださいね。」と。

どんな仕事にも大変な面がある、これは否定できません。しかし、教職には、その厳しさの中にも予想
もしなかった数々の奇跡が待っています。生徒たちの成長を目の当たりにする瞬間です。感動的な瞬間で
すよ。実は昨年の本大会に出た後藤友理哉弁士（そこに座っています）と藤野桜菜弁士、一昨年の仙台大
会に出た湯本慧弁士は、皆、私の大切な教え子たちです。彼女らが熱弁を振るう姿を、私は涙腺が緩んで
見られませんでした。声はしっかり聞こえていたんですけどね。

教師を辞めることは簡単です。しかし、辞めてしまえば、その先生によって救われるはずの生徒やその
成長に立ち会うことができなくなります。いいえ、これは学校教育に限った話ではありません。即効性や
即戦力など、迅速さと高い効果ばかりを追い求める現代社会に、私は警鐘を鳴らしたいのです。大事なも
のを見失っていませんか？ 

学校でも、会社でも、子どもでも、大人でも、完璧な人間など存在しません。不完全な人々が、この世
界を支えているのです。「永遠の未完成これ完成なり」─ 詩人宮澤賢治の言葉です。大丈夫、皆さんも大
丈夫です。一つ一つ成長していけば、前向きな心を持っていれば、いつかきっと大きな花を咲かせること
ができるでしょう。

　明日も、明後日も、その先もずっと、私の、そして皆さんの希望の鐘は、鳴り響くんやから。
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新型コロナウイルス感染拡大のため中止
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昭和28年4月、島原市教育委員会のご指導により、島原市青年弁論同志会が結成され、「弁論

は人なり、道なり、光なり」と会員の活動は目覚ましく、雄弁新報社の宮永が聴き知り、全国に

紹介し、昭和29年1月7日に関西雄弁会と広島市の広島県松本商業高等学校弁論部を島原市に

招き、島原市労働会館で親善弁論大会を開催し、終了後宿舎幸利屋において、祖国再建に貢献

するために、話し方を通して青少年の建設的な発言の場所をと、日本弁論連盟結成の協議がな

されました。

助言者として島原市教育委員会からも出席し、2日間の熱心な討議をされた結果、翌日8日に

日本弁論連盟が結成されました。

昭和29年には日本弁論連盟に先駆けてモデルとなる団体として、全国高等学校弁論連盟が結

成され全国の高等学校生を対象に弁論大会として「文部大臣旗全国高等学校弁論大会」が開催さ

れました。

日本弁論連盟結成を全国に示すため、全国の弁論関係者に呼びかけて、昭和31年1月22日大

阪府立労働会館に全国より80名余の青年弁論有志が出席し、鳩山一郎内閣総理大臣と清瀬一郎

文部大臣からの祝辞（代読）があり、名称を「日本弁論連盟」と宣言し、勇躍発足しました。

昭和31年11月25日、「第1回 文部大臣杯全国青年弁論大会」を大阪岸和田市で開催して以来、

全国青年弁論大会は全国持ちまわりで開催してまいりました。

「第60回 文部科学大臣杯 全国青年弁論大会」の記念大会を、平成27年11月3日に高野山開創

1200年記念行事の一環として、高野山大師教会において開催することが出来ました。

60年と言う半世紀を越える長きに渡り継続して大会を開催し、地区予選大会を含めると5千

人以上が体験していますが、その多くが財界・経済界・教育会等で活躍しています。

しかし、開催する財政負担金は少なく、大会開催の協力体制や広告収入の確保や大会運営に

ついては役員をはじめボランティアで行う等の努力によって、ここまで大会を継続し活動して

きました。

全国青年弁論大会は地域を固定せず、全国持ちまわりで開催することにより、地域での青少

年の弁論の普及に努めるとともに、青少年の弁論を通して話し方教育、青少年の健全育成と明

るい地域社会の発展に貢献してまいりました。

今後も「青少年の発表する場の灯を消すな」「大会の灯を消すな」のもと青少年の正しく相手に

披瀝する発表場を設け、世界がグローバル化し、競争が激化する中、弁論と言う一つの言語活

動を用いて、青少年の一人一人が持っている能力、多様性を引き出す活動を続け、青少年の人

材育成と明るく健全な地域社会はもとより国際社会でも活躍できる人材育成を目的に社会貢献

していきたいと思います。
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